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（論文内容の要旨） 
 
（研究目的） 
 仏像研究や仏像修理に携わったことで、鎌倉時代の像形表現に魅せられた。木寄せ構造や玉眼嵌入方
法などの仏像制作技法に、また仏師の制作への姿勢について興味をもった。そこで、興福寺国宝木造竜
燈鬼立像の造像当時の想定復元制作と、興福寺国宝木造天燈鬼立像の現状模刻制作を通して研究を行う
こととした。 
 竜燈鬼立像では、彩色は彫刻表現において重要な役割を担っている。本像は造像当時には彩色像であ
ったことから、その彩色復元を試みた。今回の想定復元は試験的で、尚課題の残るものであるが、本像
における研究の一考察になるものと考えた。 
 また、竜燈鬼立像と対の像として伝わる天燈鬼立像の現状模刻制作を行った。本像は竜燈鬼立像に対
して動勢の激しい像である。その寄せ木構造については、大きな特徴がある。それは上半身材と下半身
材が胴部辺で縦に矧ぎ付けられていることである。先行研究では、その木寄せは上半身材と下半身材は
別材であり、その下半身材はさらに左右の木寄せを行っているとされていた。しかしながら、制作を進
めた中で、別材での制作が困難であることから、その木寄せに疑問を感じた。特に本像は動勢の激しい
像であり、その動勢をつけるために「胴継ぎ」を施していると考えられた。そこで、「木口矧ぎ」という
矧ぎ目に特殊性が認められる他像との比較・検討を行い、その背景や必要性についての考察を試みた。
また1/2模型を制作し検証に加えた。それら考察をもとに実際に制作を試みることで実証し、「胴継ぎ」
技法の解明を目的とした。 
 
（まとめ） 
（木造天燈鬼立像現状模刻について） 
 鎌倉時代を代表する天燈鬼立像の模刻制作研究を行ったことは貴重な体験であった。 
 実際に体幹部前後２材での模刻制作を行った結果、粗彫り段階で、動勢に物足りなさを感じた。それ
は、当時の仏師も感じたのではないだろうか。より大きな動勢をつけるため、「胴切り」での変更を決断
 したのは、この段階ではないかと考えた。 
 また、鎌倉時代の慶派による同容の構造を持つ像との比較、検討を行った。その結果、「胴継ぎ」が制
作当初からの計画的変更とは考えがたいことから、途中段階での変更と判断した。 
 「胴切り」を施した結果、腰の量感や上半身と下半身の動きの連動性などの全体像の把握やつじつま
合わせに苦労した。それは原作にも破綻がみられる箇所であり、当時の仏師も同じような事柄に苦労し
たことを伺わせる。構造的な破綻がでてしまうにもかかわらず、「胴切り」を施した理由は、総合的には
躍動的で力強さを感じさせる像にするためであった。しかも構造的な破綻は最小限に押さえることがで
きたためと感じた。 
 また、制作を進めていったなかで、腰巻きの内側や両足の間が彫りづらくなった。それは両足を左右
に割り離すことで解消された。 
 これらの模刻研究や参考作例の考察結果により、本像は、上半身材と下半身材は同材であり、前後２
材の木寄せを行い、制作の途中段階での方向と角度変更のための「胴切り」により現れた結果であり、
下半身材に関しては股下の制作が困難なため、制作手段としての「割離し」が４材にみられたと判断し
た。 
 「胴継ぎ」は定朝が一木造りの観念を打ち破ったことにより、像の表現の幅が増えたことで発展出来
得た技法であるといえる。慶派の天部像など、複雑で動勢の激しい像に多くみられる。「胴切り」技法は、
慶派の求めた幅広い表現意識と妥協のない姿勢の中から生まれたものであり、構造が多少犠牲になって
も変更を施した結果であると考えた。仏師の表現へのこだわりにより、制作途中で臨機応変に切り、方
向や角度が積極的に変更されている。そこには当時の仏師の自信と力量を感じた。 
 天燈鬼像の「胴継ぎ」は、制作途中で「胴切り」され方向や角度変更が施されていたことを示す重要
な像である。同容に上半身材と下半身材とが「胴継ぎ」されている像も、同材である可能性がある。 
 
（木造竜燈鬼立像想定再現模刻について） 
 目視ではあったが、現地での特別拝観による実質調査ができたことは貴重な機会であった。 
 彩色はまず白土を下地とし、下塗り、中塗りを施し、各段階で全体のバランスをとりながら粒子の大
きさや塗り回数によって調子や質感表現を変えた。竜の彩色については現状で残っている色は口の中の
みであったため、文様は興福寺の華原磬を参考にした。銅製の像ではあるが、顔や鱗等細部まで造り込
まれた逸品である。色については鬼同様緑とし、鱗については華原磬では２段の繧繝であったが、鬼と
のバランスを考え、ここでは３段の繧繝とし、さいごに金泥により線描して仕上げとした。   
 鎌倉時代の彫刻彩色において、立体感をつぶすようなことはしないと考え、彫刻にさらなる立体感や
動きをつけ存在感を表すことに留意し、伽藍の中に存在している崇高な姿を追求した。今回の想定復元
は試験的で、尚課題の残るものであるが、本像における研究の一考察になるものと考える。 
 
（おわりに） 
 仏像の制作技法は、仏像の日本伝来以降、仏師達の長年の創意工夫の経験から生み出された技術であ
る。ゆえに、今日に伝わる仏像には、現代の我々の彫刻制における多くのヒントや答えが秘められてい
る。私はこの鎌倉時代の慶派による優れた像の模刻制作を行うことで、古典の解明を行い、彫刻制作に
対する姿勢や技術を学び、伝えていきたい。 
 最後に、今回の博士課程研究を行うにあたり、法相宗大本山興福寺、ご指導ご協力して下さった各方
面の方々に感謝致します。 
 
協力 
 法相宗大本山興福寺、朝日新聞社、岡崎市美術館、（株）キャドセンター、松尾武、滝澤水瑠 
 （博士論文審査結果の要旨） 
 
 本論文は、興福寺天燈鬼立像・竜燈鬼立像の模刻制作を通じて、その製作技法について復元的考察を
行ったものである。 
 
 上半身を大きく右に傾ける天燈鬼像については、これまでの研究では、前後矧ぎの上半身材と前後・
左右矧ぎの下半身材とを胴部で上下に接ぐ寄木造りの構造になるとみられてきた。 
 これに対し、本論では、まず石膏原型の詳細な検討を通して、上半身材と下半身材のサイズが同寸（横
幅20㎝×奥行21㎝）であることを突きとめ、現在、胴部で矧ぎ付けられる上半身材と下半身材とが、ほ
んらい一連の材であった蓋然性が高いことを明らかにした。次ぎにこの事実にもとづき、本像の製作過
程について次のような仮説を立て、原寸大の現状模刻制作、および２分の１スケールの模型製作を通し
て、その妥当性を証明した。 
① 当初の計画では、本像は、現状のように上半身を右に傾けるポーズではなく、直立に近いポーズを
とることが予定されていた。 
② その構造は、頭・体幹部を通して前後に２材を矧ぐ、寄木造りであった。 
③ 像の制作が「粗取り」程度まで進んだ時点で、像のポーズを現状のように変更することが決定され
た。 
④ これにともない、直立像の胴部に水平に鋸を入れて上下に切断し、さらに切り離された上半身材と
下半身材との間に三角形のマチ材を挿入して、上半身材を下半身材に対して右回りに約22ﾟ回転させな
がら、右に約28ﾟ、後方に約15ﾟ傾ける像容の変更が行われた。 
⑤ 下半身材については、両脚の内側を彫りやすくするために、さらに正中線にそって割り矧ぎを施し
た。 
 以上の検討により、天燈鬼像は、制作途中で像容の大幅な変更が行われ、そのために、胴部を水平に
切断する大胆な構造改変が行われたことが解明された。 
 
 また、天燈鬼像と一対をなす竜燈鬼像については、３Ｄレーザー・スキャンニングによるデジタル・
データを活用して、玉眼嵌入、彩色仕上げを含めた復元模刻制作をおこなった。 
 
 以上の研究を通して、天燈鬼像の像容の変更が、一対をなす竜燈鬼像の力を内にこめた姿を意識しな
がら、動勢を強調する目的で行われたことを説き、胴部切断という大胆な構造改変の根底に、理想の造
形を追求する徹底した制作態度があることを明らかにした。 
 
 建保３年〔1215〕、運慶の子息・康弁作の竜燈鬼像と、これと一対をなす天燈鬼像は、ユーモアあふれ
る日本美術の傑作である。その制作過程における計画変更や構造改変は、鎌倉初期慶派仏師の仏像制作
に対する妥協のない姿勢と、ゆるぎない力量の一端を伝える事実といえる。信頼性の高い実証的研究に
よって、この興味深い新事実を明らかにした本論文の学術的な意義は大きく、今後の鎌倉彫刻の研究や
保存修復に大いに貢献するものと考えられる。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 提出作品は、興福寺蔵木造竜燈鬼立像の想定復元模刻、木造天燈鬼立像の現状模刻および木造天燈鬼
立像の胴切り模型である。 
 この竜燈鬼、天燈鬼の二つの像は運慶の三男である康弁により造像されたものとされ、元は興福寺西
 金堂にあったと記録されている。邪鬼が独立して燈籠を持つという例は他になく、阿と吽の一対をなす
姿はユーモラスで、鎌倉時代の写実性と自由さを代表する像として著名な作である。 
 竜燈鬼立像は益田が修了制作として３Ｄ計測を基に模刻（白木のまま）したものに、想定復元したも
のである。像の彩色については原作に残る色彩の観察を基に決定していった。益田の観察と感覚で決定
した色彩は美しく違和感の無いものとなり造形当時の時代性をうまく表現している。また、鬼の玉眼と
牙および首に巻きつく竜の玉眼は水晶をはめ込んだ。玉眼には彩色をほどこしてある。竜燈鬼の想定復
元は例のないことであり、今後の研究に大いに貢献すると思われる。 
 一方、対となる天燈鬼立像の現状模刻は３Ｄ計測が許可されなかったため、写真および像の観察によ
り制作を進めた。粘土で彫刻し石膏へ移しかえた。次に木寄せに取りかった。その際、先行研究では上
半身と下半身は別材であり、腰で結合するとあったが、益田は制作途中で胴切りしたのではないかとい
う結論を得た。そのため提出作品の一つである胴切り模型を二分の一サイズで制作し詳しく検証した。
この胴切り模型は三角材を入れることで角度をつけるだけではなく、胴の回転の考察にも役立った。ま
た、実寸の模刻は古色仕上げのため白木で、取り外しができるこの模型は研究の確認に大いに役立って
いる。 
 鎌倉時代にはその自由で動きのある仏像を制作することが多くなり、胴継ぎした例もいくつかあるが、
この像もその一つの例であることを益田は模刻制作を通して発見し、証明してみせたことは大きな成果
である。完成した現状模刻は古色仕上げをほどこしてある。極めて優れた模刻であり、鎌倉時代の特徴
を十分表現している。 
 益田が制作したこの三つの像それぞれは新しい発見を伴った質の高いものであり、評価を与えるもの
である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 益田芳樹の学位研究は、鎌倉時代初期の慶派仏像に集中してみられる胴継ぎ構造という特異な木寄せ
構造に着目し、工程の再現を通してその発生理由を合理的に論証することに成功し、実技作品と論考と
もにきわめて高い到達領域に達している。 
 天燈鬼像模刻作品は、構造や形状だけでなく、表面の現状をたいへんよく再現し、迫真の完成度とな
っている。また胴継ぎ構造の制作過程を理解しやすくするために制作された縮小模型は、取り外しが可
能で、とてもわかりやすい展示形式となった。 
 また修了制作で取り組んだ竜燈鬼像については、制作当初の彩色を想定復元した像として完成させ天
灯鬼像とあわせて展示したことは、一対である両像や鎌倉時代の彩色仏像彫刻の理解を深める大きな助
けとなった。 
 論文も先行研究をよく渉猟し、それらを踏まえた上で、実技者の立場から説得力ある論考を展開して、
同像の構造に関する従来の通説を再考せざるをえない一石を投じたことは注目に値する。今後、同種の
構造を持った仏像彫刻を研究する者にとって、模刻作品、論文ともに貴重な考察材料となることと思わ
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
